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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のワイヤレスオーディオプレーヤと、前記ワイヤレスオーディオプレーヤを遠隔制
御するコントローラと、を備えたワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記コントローラは、
　オーディオデータの再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含み、前記再生出力先が複数の場合には再生
時刻の指定をさらに含む再生指示を送信するとともに、オーディオデータのフォーマット
変換先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲、当該楽曲のオーディオデータの取
得先、変換フォーマット、および再生出力先の指定を含む変換指示を送信する指示送信手
段を有し、
　前記ワイヤレスオーディオプレーヤは、
　前記コントローラから前記再生指示あるいは前記変換指示を受信する指示受信手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で前記再生時刻が指
定されている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記
再生時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッ
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ファリングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で前記再
生出力先に指定されている他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオ
データ送信手段と、を有する
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記コントローラは、
　ユーザから前記再生出力先、前記楽曲および前記取得先の指定操作を受け付ける操作受
付手段と、
　前記複数のワイヤレスオーディオプレーヤ各々の対応フォーマットおよび変換可能フォ
ーマットに関する対応情報を記憶する対応情報記憶手段と、
　前記対応情報記憶手段を参照し、前記操作受付手段を介して前記ユーザから指定操作さ
れた前記楽曲のオーディオデータのフォーマットが、当該指定操作された前記再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、当該楽曲のオー
ディオデータのフォーマットを対応フォーマットとし、かつ当該再生出力先の前記ワイヤ
レスオーディオプレーヤの対応フォーマットを変換可能フォーマットとする他の前記ワイ
ヤレスオーディオプレーヤを変換先として選択する変換先選択手段と、を有し、
　前記指示送信手段は、
　前記対応情報記憶手段において、前記操作受付手段を介して前記ユーザから指定操作さ
れた前記楽曲のオーディオデータのフォーマットが、当該指定操作された前記再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットである場合に、当該再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、当該指定操作された前記楽曲および前記取得先
の指定を含み、前記操作受付手段を介して前記ユーザから指定操作された前記再生出力先
が複数あるならば、当該複数の前記再生出力先の再生出力タイミングを一致させる前記再
生時刻の指定をさらに含む前記再生指示を送信し、
　前記対応情報記憶手段において、前記操作受付手段を介して前記ユーザから指定操作さ
れた前記楽曲のオーディオデータのフォーマットが、当該指定操作された前記再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記変換先選択
手段により前記変換先として選択されたワイヤレスオーディオプレーヤに、当該指定操作
された前記楽曲および前記再生出力先と、当該再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプ
レーヤの対応フォーマットとの指定を含む変換指示を送信するとともに、当該再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、当該指定操作された前記楽曲の指定と、前記取
得先として、前記変換先選択手段により前記変換先に選択されたワイヤレスオーディオプ
レーヤの指定とを含み、当該指定操作された前記再生出力先が複数あるならば、当該複数
の前記再生出力先の再生出力タイミングを一致させる前記再生時刻の指定をさらに含む前
記再生指示を送信する
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項３】
　請求項２に記載のワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記変換先選択手段は、
　前記対応情報記憶手段を参照し、前記操作受付手段を介して前記ユーザから指定操作さ
れた前記楽曲のオーディオデータのフォーマットが、当該指定操作された前記再生出力先
の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、当該指定操作さ
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れた前記楽曲のオーディオデータのフォーマットを対応フォーマットとし、かつ当該指定
操作された前記再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットを変
換可能フォーマットとする前記ワイヤレスオーディオプレーヤが複数存在するならば、当
該複数の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの動作状況情報に基づいて、当該複数の前記
ワイヤレスオーディオプレーヤのなかから、前記変換先とする前記ワイヤレスオーディオ
プレーヤを選択する
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項４】
　複数のワイヤレスオーディオプレーヤと、前記ワイヤレスオーディオプレーヤを遠隔制
御するコントローラと、を備えたワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記コントローラは、
　オーディオデータの再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含み、前記再生出力先が複数の場合には再生
時刻の指定をさらに含む再生指示を送信する再生指示送信手段を有し、
　前記ワイヤレスオーディオプレーヤは、
　前記コントローラから前記再生指示、あるいは他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤ
から楽曲、当該楽曲のオーディオデータの取得先、変換フォーマット、および再生出力先
の指定を含む変換指示を受信する指示受信手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で前記再生時刻が指
定されている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記
再生時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッ
ファリングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示の送信元
である他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオデータ送信手段と、
　自ワイヤレスオーディオプレーヤを除く前記複数のワイヤレスオーディオプレーヤ各々
の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに関する対応情報を記憶する対応情報記
憶手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲のオーディ
オデータのフォーマットが自オーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記
対応情報記憶手段を参照し、当該再生指示で指定された前記楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを対応フォーマットとし、かつ自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォー
マットを変換可能フォーマットとする他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤを変換先と
して選択する変換先選択手段と、
　前記変換先選択手段により前記変換先として選択された他の前記ワイヤレスオーディオ
プレーヤに、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲
および当該楽曲のオーディオデータの取得先と、変換フォーマットとして、自ワイヤレス
オーディオプレーヤの対応フォーマットとの指定を含む前記変換指示を送信する変換指示
送信手段と、を有し、
　前記デコード手段は、
　さらに、前記変換指示送信手段によって送信された前記変換指示の送信先の前記ワイヤ
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レスオーディオプレーヤから取得した、前記指示受信手段により受信された前記再生指示
で指定されている前記楽曲の、自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットにエ
ンコードされたオーディオデータをデコードする
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項５】
　請求項４に記載のワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記変換先選択手段は、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲のオーディ
オデータのフォーマットが自オーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記
対応情報記憶手段を参照し、当該再生指示で指定された前記楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを対応フォーマットとし、かつ自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォー
マットを変換可能フォーマットとする他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤが複数存在
するならば、当該複数の前記ワイヤレスオーディオプレーヤの動作状況情報に基づいて、
当該複数の前記ワイヤレスオーディオプレーヤのなかから、前記変換先とする他の前記ワ
イヤレスオーディオプレーヤを選択する
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオシステム。
【請求項６】
　楽曲のオーディオデータを再生出力するワイヤレスオーディオプレーヤであって、
　コントローラから前記楽曲および当該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含む再
生指示、あるいは、他のワイヤレスオーディオプレーヤから前記楽曲、当該楽曲のオーデ
ィオデータの取得先、および変換フォーマットの指定を含む変換指示を受信する指示受信
手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で再生時刻が指定さ
れている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記再生
時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッファ
リングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示の送信元
である前記他のワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオデータ送信手段と、
　自ワイヤレスオーディオプレーヤとともにワイヤレスオーディオシステムを構成する他
のワイヤレスオーディオプレーヤ各々の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに
関する対応情報を記憶する対応情報記憶手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲のオーディ
オデータのフォーマットが自オーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記
対応情報記憶手段を参照し、当該再生指示で指定された前記楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを対応フォーマットとし、かつ自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォー
マットを変換可能フォーマットとするワイヤレスオーディオプレーヤを変換先として選択
する変換先選択手段と、
　前記変換先選択手段により前記変換先として選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ
に、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先と、変換フォーマットとして、自ワイヤレスオーディ



(5) JP 6817045 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

オプレーヤの対応フォーマットとの指定を含む前記変換指示を送信する変換指示送信手段
と、を有し、
　前記デコード手段は、
　さらに、前記変換指示送信手段によって送信された前記変換指示の送信先のワイヤレス
オーディオプレーヤから取得した、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指
定されている前記楽曲の、自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットにエンコ
ードされたオーディオデータをデコードする
　ことを特徴とするワイヤレスオーディオプレーヤ。
【請求項７】
　コンピュータで読み取り可能なプログラムであって、
　前記プログラムは、前記コンピュータを、楽曲のオーディオデータを再生出力するワイ
ヤレスオーディオプレーヤとして機能させ、
　前記ワイヤレスオーディオプレーヤは、
　コントローラから前記楽曲および当該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含む再
生指示、あるいは、他のワイヤレスオーディオプレーヤから前記楽曲、当該楽曲のオーデ
ィオデータの取得先、および変換フォーマットの指定を含む変換指示を受信する指示受信
手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で再生時刻が指定さ
れている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記再生
時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッファ
リングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示の送信元
である前記他のワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオデータ送信手段と、
　自ワイヤレスオーディオプレーヤとともにワイヤレスオーディオシステムを構成する他
のワイヤレスオーディオプレーヤ各々の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに
関する対応情報を記憶する対応情報記憶手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲のオーディ
オデータのフォーマットが自オーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記
対応情報記憶手段を参照し、当該再生指示で指定された前記楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを対応フォーマットとし、かつ自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォー
マットを変換可能フォーマットとするワイヤレスオーディオプレーヤを変換先として選択
する変換先選択手段と、
　前記変換先選択手段により前記変換先として選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ
に、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先と、変換フォーマットとして、自ワイヤレスオーディ
オプレーヤの対応フォーマットとの指定を含む前記変換指示を送信する変換指示送信手段
と、を有し、
　前記デコード手段は、
　さらに、前記変換指示送信手段によって送信された前記変換指示の送信先のワイヤレス
オーディオプレーヤから取得した、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指
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定されている前記楽曲の、自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットにエンコ
ードされたオーディオデータをデコードする
　ことを特徴とするコンピュータで読み取り可能なプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のワイヤレスオーディオプレーヤを備えたワイヤレスオーディオシステ
ムのオーディオ再生制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の無線ネットワークを介してメ
ディアサーバから楽曲のオーディオデータを取得して再生出力するワイヤレスオーディオ
プレーヤがある。例えば、特許文献１には、複数のワイヤレスオーディオプレーヤを備え
、ワイヤレスオーディオプレーヤ毎に異なる楽曲のオーディオデータを再生出力したり、
あるいは、複数のワイヤレスオーディオプレーヤで同じ楽曲のオーディオデータを再生出
力したりすることができるワイヤレスオーディオシステムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７９８７２９４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、様々なフォーマットのオーディオデータが普及しているが、従来のワ
イヤレスオーディオプレーヤでは、非対応フォーマットのオーディオデータの楽曲を選曲
してもエラーとなって再生できないか、あるいは、そもそも非対応フォーマットのオーデ
ィオデータの楽曲はコントローラの表示画面に表示されず選曲できなかった。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、再生出力先に選択された
ワイヤレスオーディオプレーヤの非対応フォーマットのオーディオデータであっても、そ
のオーディオデータに対応する楽曲を、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプ
レーヤで聴取可能とすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明では、複数のワイヤレスオーディオプレーヤのなか
から再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤの非対応フォーマットのオー
ディオデータを、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマ
ットのオーディオデータに他のワイヤレスオーディオプレーヤで変換してから、再生出力
先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤで再生出力する。
【０００７】
　例えば、本発明の一態様は、
　複数のワイヤレスオーディオプレーヤと、前記ワイヤレスオーディオプレーヤを遠隔制
御するコントローラと、を備えたワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記コントローラは、
　オーディオデータの再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含み、前記再生出力先が複数の場合には再生
時刻の指定をさらに含む再生指示を送信するとともに、オーディオデータのフォーマット
変換先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲、当該楽曲のオーディオデータの取
得先、変換フォーマット、および再生出力先の指定を含む変換指示を送信する指示送信手
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段を有し、
　前記ワイヤレスオーディオプレーヤは、
　前記コントローラから前記再生指示あるいは前記変換指示を受信する指示受信手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で前記再生時刻が指
定されている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記
再生時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッ
ファリングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で前記再
生出力先に指定されている他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオ
データ送信手段と、を有する。
　また、本発明の他の態様は、
　複数のワイヤレスオーディオプレーヤと、前記ワイヤレスオーディオプレーヤを遠隔制
御するコントローラと、を備えたワイヤレスオーディオシステムであって、
　前記コントローラは、
　オーディオデータの再生出力先の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに、楽曲および当
該楽曲のオーディオデータの取得先の指定を含み、前記再生出力先が複数の場合には再生
時刻の指定をさらに含む再生指示を送信する再生指示送信手段を有し、
　前記ワイヤレスオーディオプレーヤは、
　前記コントローラから前記再生指示、あるいは他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤ
から楽曲、当該楽曲のオーディオデータの取得先、変換フォーマット、および再生出力先
の指定を含む変換指示を受信する指示受信手段と、
　前記指示受信手段により受信された前記再生指示あるいは前記変換指示で指定されてい
る前記取得先から取得した、当該再生指示あるいは当該変換指示で指定されている前記楽
曲のオーディオデータをデコードするデコード手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記再生
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該再生指示で前記再生時刻が指
定されている場合は当該再生時刻が到来するまでバッファリングし、当該再生指示で前記
再生時刻が指定されていない場合はデフォルトのバッファリング時間が経過するまでバッ
ファリングするバッファ手段と、
　前記再生時刻の到来あるいはバッファリング時間の経過により前記バッファ手段から出
力された前記楽曲のオーディオデータを再生するオーディオ再生手段と、
　前記デコード手段によりデコードされた、前記指示受信手段により受信された前記変換
指示で指定されている前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示で指定されている前
記変換フォーマットのオーディオデータにエンコードするエンコード手段と、
　前記エンコード手段により前記変換指示で指定されている前記変換フォーマットのオー
ディオデータにエンコードされた前記楽曲のオーディオデータを、当該変換指示の送信元
である他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤに送信するオーディオデータ送信手段と、
　自ワイヤレスオーディオプレーヤを除く前記複数のワイヤレスオーディオプレーヤ各々
の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに関する対応情報を記憶する対応情報記
憶手段と、



(8) JP 6817045 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

　前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲のオーディ
オデータのフォーマットが自オーディオプレーヤの対応フォーマットでない場合に、前記
対応情報記憶手段を参照し、当該再生指示で指定された前記楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを対応フォーマットとし、かつ自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォー
マットを変換可能フォーマットとする他の前記ワイヤレスオーディオプレーヤを変換先と
して選択する変換先選択手段と、
　前記変換先選択手段により前記変換先として選択された他の前記ワイヤレスオーディオ
プレーヤに、前記指示受信手段により受信された前記再生指示で指定されている前記楽曲
および当該楽曲のオーディオデータの取得先と、変換フォーマットとして、自ワイヤレス
オーディオプレーヤの対応フォーマットとの指定を含む前記変換指示を送信する変換指示
送信手段と、を有し、
　前記デコード手段は、
　さらに、前記変換指示送信手段によって送信された前記変換指示の送信先の前記ワイヤ
レスオーディオプレーヤから取得した、前記指示受信手段により受信された前記再生指示
で指定されている前記楽曲の、自ワイヤレスオーディオプレーヤの対応フォーマットにエ
ンコードされたオーディオデータをデコードする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では、選曲された楽曲のオーディオデータが、再生出力先に選択されたワイヤレ
スオーディオプレーヤの非対応フォーマットのオーディオデータである場合、この非対応
フォーマットのオーディオデータを、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレ
ーヤの対応フォーマットのオーディオデータに他のワイヤレスオーディオプレーヤで変換
してから、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤで再生出力する。した
がって、本発明によれば、再生出力先に選択されたワイレスオーディオプレーヤの非対応
フォーマットのオーディオデータであっても、そのオーディオデータに対応する楽曲を、
再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤで聴取することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステム１の概略構
成図である。
【図２】図２は、ワイヤレスオーディオプレーヤ２の概略機能構成図である。
【図３】図３は、動作モードが再生モードに設定されたワイヤレスオーディオプレーヤ２
の動作を説明するための図である。
【図４】図４は、動作モードが変換モードに設定されたワイヤレスオーディオプレーヤ２
の動作を説明するための図である。
【図５】図５は、リモートコントローラ３の概略機能構成図である。
【図６】図６は、対応情報記憶部３２の登録内容例を模式的に表した図である。
【図７】図７は、リモートコントローラ３の対応情報登録処理を説明するためのフロー図
である。
【図８】図８は、リモートコントローラ３の再生制御処理を説明するためのフロー図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００１１】
　図１は、本実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステム１の概略構成図である。
【００１２】
　図示するように、本実施の形態に係るワイヤレスオーディオシステム１は、アクセスポ
イント４およびＷＡＮ、ＬＡＮ等のネットワーク５を介してメディアサーバ６に接続され
ている。
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【００１３】
　メディアサーバ６は、複数種類のフォーマットの楽曲のオーディオデータをワイヤレス
オーディオシステム１に提供する。ここで、メディアサーバ６は、複数種類のフォーマッ
トとして、ＡＡＣ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｃｏｄｉｎｇ）等の非可逆圧縮デー
タ、ＣＤ－ＤＡ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｕｄｉｏ）等の無圧縮
データ等のいわゆるローレゾリューションオーディオデータに加えて、ローレゾリューシ
ョンオーディオデータより高品質のＦＬＡＣ（Ｆｒｅｅ　Ｌｏｓｓｌｅｓｓ　Ａｕｄｉｏ
　Ｃｏｄｅｃ）等の可逆圧縮データ、ＦＬＡＣ　Ｕｎｃｏｍｐｒｅｓｓｅｄ等の無圧縮デ
ータ等のハイレゾリューションオーディオデータを提供する。しかし、ワイヤレスオーデ
ィオシステム１に提供されるオーディオデータのフォーマットは、これらに限定されない
。
【００１４】
　ワイヤレスオーディオシステム１は、複数台のワイヤレスオーディオプレーヤ２－１～
２－３（以下、単にワイヤレスオーディオプレーヤ２とも呼ぶ）と、ワイヤレスオーディ
オプレーヤ２を遠隔操作するためのリモートコントローラ３と、を備えている。なお、図
１では、３台のワイヤレスオーディオプレーヤ２を示しているが、ワイヤレスオーディオ
プレーヤ２は、２台あるいは４台以上でもよい。
【００１５】
　ワイヤレスオーディオシステム１において、リモートコントローラ３によって再生対象
に選曲された楽曲（以下、再生対象の楽曲）のオーディオデータは、そのフォーマットが
、リモートコントローラ３によって再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレー
ヤ（以下、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ）２の対応フォーマットであるな
らば、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２によりメディアサーバ６からダウン
ロードされて再生出力される。一方、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の対
応フォーマットでない場合、このオーディオデータは、リモートコントローラ３によって
変換先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２によりメディアサーバ６からダウン
ロードされて再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットに変換さ
れ、それから再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２により再生出力される。
【００１６】
　つぎに、ワイヤレスオーディオシステム１を構成するワイヤレスオーディオプレーヤ２
およびリモートコントローラ３の詳細を説明する。
【００１７】
　まず、ワイヤレスオーディオプレーヤ２について説明する。
【００１８】
　図２は、ワイヤレスオーディオプレーヤ２の概略機能構成図である。
【００１９】
　図示するように、すべてのワイヤレスオーディオプレーヤ２は、無線ＬＡＮインターフ
ェース部２０と、デコード部２１と、バッファ部２２と、オーディオ再生部２３と、スピ
ーカ部２４と、指示受付部２７と、制御部２８と、を備えている。これらの構成に加えて
、少なくとも一台のワイヤレスオーディオプレーヤ２は、エンコード部２５と、バッファ
部２６と、を備えている。
【００２０】
　無線ＬＡＮインターフェース部２０は、無線ＬＡＮにより、アクセスポイント４を介し
て他のワイヤレスオーディオプレーヤ２やリモートコントローラ３と通信したり、あるい
は、アクセスポイント４およびネットワーク５を介してメディアサーバ６と通信したりす
るためのインターフェースである。
【００２１】
　デコード部２１は、無線ＬＡＮインターフェース部２０を介してメディアサーバ６ある
いは他のワイヤレスオーディオプレーヤ２から取得した所定のフォーマットのオーディオ
データをデコードする。ここで、デコード部２１は、１種類以上のフォーマット（対応フ
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ォーマット）のオーディデータをデコード可能としている。
【００２２】
　バッファ部２２は、デコード部２１でデコードされたオーディオデータをバッファリン
グしてからオーディオ再生部２３に出力することにより、オーディオデータの再生タイミ
ングを調整する。
【００２３】
　オーディオ再生部２３は、バッファ部２２から入力されたオーディオデータを再生し、
再生信号をスピーカ部２４から音声出力する。
【００２４】
　エンコード部２５は、デコード部２１でデコードされたオーディオデータを、制御部２
８により指定されたフォーマットのオーディオデータにエンコードする。ここで、エンコ
ード部２５は、オーディオデータを、自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマ
ット以外の１種類以上のフォーマット（変換可能フォーマット）にエンコード可能として
いる。
【００２５】
　バッファ部２６は、エンコード部２５でエンコードされたオーディオデータをバッファ
リングしてから、無線ＬＡＮインターフェース部２０を介して、制御部２８により指定さ
れた他のワイヤレスオーディオプレーヤ２に送信することにより、オーディオデータの送
信タイミングを調整する。
【００２６】
　指示受付部２７は、無線ＬＡＮインターフェース部２０を介してリモートコントローラ
３から再生指示、変換指示等の各種指示を受け付ける。
【００２７】
　制御部２８は、自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の各部２０～２７を統括的に制御し
て、指示受付部２７で受け付けた各種指示に従った処理を行う。
【００２８】
　具体的には、指示受付部２７で受け付けた指示が対応情報要求である場合、制御部２８
は、無線ＬＡＮインターフェース部２０を介してリモートコントローラ３に、自ワイヤレ
スオーディオプレーヤ２の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットを含む対応情報
を通知する。
【００２９】
　また、指示受付部２７で受け付けた指示が動作状況情報要求である場合、制御部２８は
、無線ＬＡＮインターフェース部２０を介してリモートコントローラ３に、自ワイヤレス
オーディオプレーヤ２の動作状況を含む動作状況情報を通知する。
【００３０】
　また、指示受付部２７で受け付けた指示が、再生対象の楽曲およびそのオーディオデー
タの取得先の指定を含む再生指示である場合、制御部２８は、自ワイヤレスオーディオプ
レーヤ２の動作モードを再生モードに設定し、再生指示で指定されている取得先から、再
生対象の楽曲のオーディオデータを取得して再生出力するように、自ワイヤレスオーディ
オプレーヤ２の各部２０～２７を制御する。
【００３１】
　また、エンコード部２５およびバッファ部２６を備えるワイヤレスオーディオプレーヤ
２において、指示受付部２７で受け付けた指示が、再生対象の楽曲、そのオーディオデー
タの取得先および再生出力先等の指定を含む変換指示である場合、制御部２８は、自ワイ
ヤレスオーディオプレーヤ２の動作モードを変換モードに設定し、再生対象の楽曲のオー
ディオデータを、変換指示で指定されている取得先から取得して、変換指示で指定されて
いるフォーマットのオーディオデータに変換し、それから変換指示で指定されている送信
先へ送信するように、自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の各部２０～２７を制御する。
【００３２】
　図３は、動作モードが再生モードに設定されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の動作
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を説明するための図である。
【００３３】
　無線ＬＡＮインターフェース部２０は、制御部２８の指示に従い、制御部２８より指定
された取得先（リモートコントローラ３から受け付けた再生指示で取得先に指定されたメ
ディアサーバ６あるいは他のワイヤレスオーディオプレーヤ２）から、制御部２８より指
定された楽曲（リモートコントローラ３から受け付けた再生指示で指定された再生対象の
楽曲）のオーディオデータ（自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオ
ーディオデータ）を受信して（Ｓ１０）、デコード部２１に出力する（Ｓ１１）。
【００３４】
　デコード部２１は、制御部２８の指示に従い、無線ＬＡＮインターフェース部２０から
入力されたオーディオデータをデコードする。そして、デコードしたオーディオデータを
バッファ部２２に出力する（Ｓ１２）。
【００３５】
　バッファ部２２は、デコード部２１から入力されたオーディオデータを、制御部２８に
より指定された時間バッファリングしてからオーディオ再生部２３に出力する（Ｓ１３）
。ここで、制御部２８は、指示受付部２７が受け付けた再生指示で再生時刻が指定されて
いる場合には、この再生時刻にオーディオデータの再生出力が開始されるようにバッファ
リング時間を設定し、再生指示で再生時刻が指定されていない場合には、デフォルトのバ
ッファリング時間を設定している。
【００３６】
　オーディオ再生部２３は、バッファ部２２から入力されたオーディオデータを再生し、
その再生信号をスピーカ部２４から出力する（Ｓ１４）。
【００３７】
　図４は、動作モードが変換モードに設定されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の動作
を説明するための図である。
【００３８】
　無線ＬＡＮインターフェース部２０は、制御部２８の指示に従い、制御部２８より指定
された取得先（リモートコントローラ３から受け付けた変換指示で取得先に指定されてい
るメディアサーバ６）から、制御部２８より指定された楽曲（リモートコントローラ３か
ら受け付けた変換指示で指定された再生対象の楽曲）のオーディオデータ（自ワイヤレス
オーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーディオデータ）を受信して（Ｓ２０）、
デコード部２１に出力する（Ｓ２１）。
【００３９】
　デコード部２１は、制御部２８の指示に従い、無線ＬＡＮインターフェース部２０から
入力されたオーディオデータをデコードする。そして、デコードしたオーディオデータを
エンコード部２５に出力する（Ｓ２２）。
【００４０】
　エンコード部２５は、制御部２８の指示に従い、デコード部２１から入力されたオーデ
ィオデータを、制御部２８より指定された再生出力先（リモートコントローラ３から受け
付けた変換指示で指定された再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２）の対応フォ
ーマットのオーディオデータにエンコードする。そして、エンコードしたオーディオデー
タをバッファ部２６に出力する（Ｓ２３）。これを受けて、バッファ部２６は、エンコー
ド部２５から入力されたオーディオデータをバッファリングする。
【００４１】
　無線ＬＡＮインターフェース部２０は、制御部２８より指定された他のワイヤレスオー
ディオプレーヤ２（リモートコントローラ３から受け付けた変換指示で指定されている再
生出力先）からの要求に従い、バッファ部２６からオーディオデータを読み出して（Ｓ２
４）、このオーディオデータを要求元の他のワイヤレスオーディオプレーヤ２に送信する
（Ｓ２５）。
【００４２】
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　なお、本実施の形態では、再生機能と変換機能を排他的に実施する二つのモードとして
ワイヤレスオーディオプレーヤ２に実装しているが、ＣＰＵ等のハードウェアの能力に余
裕がある場合においては、同時の並行動作させる実装も可能である。
【００４３】
　つぎに、リモートコントローラ３について説明する。
【００４４】
　図５は、リモートコントローラ３の概略機能構成図である。
【００４５】
　図示するように、リモートコントローラ３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０と、
マンマシンインターフェース部３１と、対応情報記憶部３２と、指示送信部３３と、情報
受付部３４と、変換先選択部３５と、制御部３６と、を備えている。
【００４６】
　無線ＬＡＮインターフェース部３０は、無線ＬＡＮにより、アクセスポイント４を介し
てワイヤレスオーディオプレーヤ２と通信したり、あるいは、アクセスポイント４および
ネットワーク５を介してメディアサーバ６と通信したりするためのインターフェースであ
る。
【００４７】
　マンマシンインターフェース部３１は、操作者に情報を表示したり、あるいは操作者か
ら指示を受け付けたりするためのインターフェースであり、タッチセンサ付き表示パネル
等で構成される。
【００４８】
　対応情報記憶部３２には、ワイヤレスオーディオプレーヤ２毎に、ワイヤレスオーディ
オプレーヤ２の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに関する情報である対応情
報が記憶されている。
【００４９】
　図６は、対応情報記憶部３２の登録内容例を模式的に表した図である。
【００５０】
　図示するように、対応情報記憶部３２には、ワイヤレスオーディオプレーヤ２毎に対応
情報のレコード３２０が記憶される。レコード３２０は、ワイヤレスオーディオプレーヤ
２のＩＤを登録するフィールド３２１と、アドレスを登録するフィールド３２２と、対応
フォーマットを登録するフィールド３２３と、変換可能フォーマットを登録するフィール
ド３２４と、を有する。この例において、ワイヤレスオーディオプレーヤ２－１は、対応
フォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡ、ＦＬＡＣ、ＦＬＡＣ　Ｕｎｃｏｍｐｒｅｓｓｅｄで
あり、変換可能フォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡである。また、ワイヤレスオーディオ
プレーヤ２－２は、対応フォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡ、ＦＬＡＣであり、変換可能
フォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡである。また、ワイヤレスオーディオプレーヤ２－３
は、対応フォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡであり、変換可能フォーマットは、このワイ
ヤレスオーディオプレーヤ２－３がエンコード部２５およびバッファ部２６を備えていな
いため存在しない（Ｎｕｌｌ）。
【００５１】
　図５に戻って説明を続ける。
【００５２】
　指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介してワイヤレスオーディオ
プレーヤ２に再生指示、変換指示を含む各種指示を送信したり、あるいはメディアサーバ
６に楽曲リスト要求を送信したりする。
【００５３】
　情報受付部３４は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介してワイヤレスオーディオ
プレーヤ２から対応情報、動作状況情報を含む各種情報を受け付けたり、あるいはメディ
アサーバ６から楽曲リストを受け付けたりする。
【００５４】
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　変換先選択部３５は、対応情報記憶部３２を参照し、制御部３６より指定された変換前
のフォーマットのオーディオデータを、制御部３６より指定された変換後のフォーマット
のオーディオデータに変換可能なワイヤレスオーディオプレーヤ２を選択する。
【００５５】
　制御部３６は、リモートコントローラ３の各部３１～３５を統括的に制御して各種処理
を実施する。具体的には、ワイヤレスオーディオシステム１を構成するワイヤレスオーデ
ィオプレーヤ２から対応情報を取得して対応情報記憶部３２に登録する対応情報登録処理
を実施する。また、マンマシンインターフェース部３１を介して操作者より受け付けた再
生操作に従い、メディアサーバ６に登録されているオーディオデータをいずれかのワイヤ
レスオーディオプレーヤ２に再生出力させる再生制御処理を実施する。
【００５６】
　図７は、リモートコントローラ３の対応情報登録処理を説明するためのフロー図である
。
【００５７】
　制御部３６は、定期的に到来する対応情報取得タイミングが到来すると（Ｓ３０でＹＥ
Ｓ）、あるいは、マンマシンインターフェース部３１を介して操作者から対応情報取得要
求操作を受け付けると（Ｓ３１でＹＥＳ）、指示送信部３３に対応情報の取得を指示する
。これを受けて、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して、ワイ
ヤレスオーディオシステム１を構成する各ワイヤレスオーディオプレーヤ２に対応情報要
求を同報送信する（Ｓ３２）。
【００５８】
　つぎに、情報受付部３４は、対応情報要求を同報送信してから所定時間の経過によりタ
イムアウトするまでの間（Ｓ３４でＮＯ）、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して
ワイヤレスオーディオプレーヤ２から受信した対応情報を制御部３６に渡す。これを受け
て、制御部３６は、対応情報記憶部３２に対応情報を登録する（Ｓ３３）。具体的には、
対応情報記憶部３２を参照して、対応情報の送信元のＩＤがフィールド３２１に登録され
ているレコード３２０を検索する。レコード３２０を検索できた場合は、このレコード３
２０のフィールド３２２の登録内容を対応情報の送信元のアドレスに更新するとともに、
フィールド３２３、３２４の登録内容を、対応情報に含まれている対応フォーマット、変
換可能フォーマットに更新する。一方、レコード３２０を検索できなかった場合は、対応
情報記憶部３２に新たなレコード３２０を追加し、このレコード３２０のフィールド３２
１、３２２に対応情報の送信元のＩＤ、アドレスを登録するとともに、フィールド３２３
、３２４に、対応情報に含まれている対応フォーマット、変換可能フォーマットを登録す
る。
【００５９】
　図８は、リモートコントローラ３の再生制御処理を説明するためのフロー図である。こ
のフローは、マンマシンインターフェース部３１が操作者から再生操作の開始指示を受け
付けることにより開始される。
【００６０】
　まず、制御部３６は、対応情報記憶部３２を参照して、ワイヤレスオーディオシステム
１を構成するワイヤレスオーディオプレーヤ２のリストをマンマシンインターフェース部
３１に表示する（Ｓ４０）。そして、マンマシンインターフェース部３１を介して操作者
から再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の選択を受け付ける（Ｓ４１）。
【００６１】
　つぎに、制御部３６は、指示送信部３３に楽曲リストの取得を指示する。これを受けて
、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介してメディアサーバ６に楽
曲リスト要求を送信する（Ｓ４２）。そして、情報受付部３４は、無線ＬＡＮインターフ
ェース部３０を介してメディアサーバ６から楽曲リストを受信し、制御部３６は、情報受
付部３４が受信した楽曲リストをマンマシンインターフェース部３１に表示する（Ｓ４３
）。ここで、メディアサーバ６が提供する楽曲リストは、曲名およびオーディデータのフ
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ォーマット名も含むものとする。
【００６２】
　つぎに、制御部３６は、マンマシンインターフェース部３１を介して操作者から再生対
象の楽曲の選曲を受け付ける（Ｓ４４）。それから、制御部３６は、対応情報記憶部３２
を参照し、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットが再生出力先の対応フォー
マットであるか否かを判断する（Ｓ４５）。
【００６３】
　例えば、図６に示す対応情報記憶部３２の登録内容例の場合、再生対象の楽曲のオーデ
ィオデータのフォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡ、ＦＬＡＣ、ＦＬＡＣ　Ｕｎｃｏｍｐｒ
ｅｓｓｅｄのいずれかであり、再生出力先がワイヤレスオーディオプレーヤ２－１である
場合、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡ、ＦＬＡ
Ｃのいずれかであり、再生出力先がワイヤレスオーディオプレーヤ２－２である場合、ま
たは、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットがＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡのいずれ
かであり、再生出力先がワイヤレスオーディオプレーヤ２－３である場合に、再生対象の
楽曲のオーディオデータのフォーマットが再生出力先の対応フォーマットであると判断す
る。
【００６４】
　さて、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットが再生出力先の対応フォーマ
ットであると判断した場合（Ｓ４５でＹＥＳ）、制御部３６は、指示送信部３３に、再生
出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２のアドレス、再生対象の楽曲およびそのオーデ
ィオデータの取得先であるメディアサーバ６のアドレスを通知して、再生指示の送信を指
示する。これを受けて、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して
再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２に、再生対象の楽曲およびそのオーディオ
データの取得先であるメディアサーバ６のアドレスの指定を含む再生指示を送信する（Ｓ
４６）。
【００６５】
　一方、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットが再生出力先の対応フォーマ
ットでないと判断した場合（Ｓ４５でＮＯ）、制御部３６は、変換先選択部３５に、再生
出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２および再生対象の楽曲のオーディオデータのフ
ォーマットを通知して、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の選択を指示する。こ
れを受けて、変換先選択部３５は、対応情報記憶部３２を参照し、変換先候補として、再
生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットを再生出力先の対応フォーマットに変換
可能なワイヤレスオーディオプレーヤ２の有無を調査する（Ｓ４７）。具体的には、フィ
ールド３２３に再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットが登録され、かつフィ
ールド３２４に再生出力先の対応フォーマットが登録されているレコード３２０を対応情
報記憶部３２から検索する。
【００６６】
　変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２が存在しない場合（Ｓ４８でＮＯ）、変
換先選択部３５は、その旨を制御部３６に通知する。これを受けて、制御部３６は、マン
マシンインターフェース部３１に、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレー
ヤ２では再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータを再生出力できない旨のメッセー
ジを表示するなどの所定のエラー処理を行う（Ｓ４９）。
【００６７】
　一方、変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２が存在する場合（Ｓ４８でＹＥＳ
）、変換先選択部３５は、変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２が複数台存在す
るか否かをさらに判断する（Ｓ５０）。
【００６８】
　例えば、図６に示す対応情報記憶部３２の登録内容例の場合、再生対象の楽曲のオーデ
ィオデータのフォーマットがＦＬＡＣであり、再生出力先がワイヤレスオーディオプレー
ヤ２－３（対応フォーマット：ＡＡＣ、ＣＤ－ＤＡ）である場合、変換先候補は、２台の
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ワイヤレスオーディオプレーヤ２－１、２－２となり、複数台存在することとなる。また
、再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットがＦＬＡＣ　Ｕｎｃｏｍｐｒｅｓｓ
ｅｄであり、再生出力先がワイヤレスオーディオプレーヤ２－３（対応フォーマット：Ａ
ＡＣ、ＣＤ－ＤＡ）である場合、変換先候補は、ワイヤレスオーディオプレーヤ２－１の
みとなり、複数台存在しないこととなる。
【００６９】
　さて、変換先選択部３５は、変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２が複数台存
在せず、一台のみの場合（Ｓ５０でＮＯ）、このワイヤレスオーディオプレーヤ２を変換
先に選択し（Ｓ５１）、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２を制御部３６に通知し
て、Ｓ５４に進む。
【００７０】
　一方、変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２が複数台存在する場合（Ｓ５０で
ＹＥＳ）、変換先選択部３５は、これらの複数の変換先候補のワイヤレスオーディオプレ
ーヤ２を制御部３６に通知する。制御部３６は、変換先選択部３５から複数の変換先候補
のワイヤレスオーディオプレーヤ２を通知されると、指示送信部３３に、これらのワイヤ
レスオーディオプレーヤ２のアドレスを通知して、動作状況情報の取得を指示する。これ
を受けて、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して複数の変換先
候補のワイヤレスオーディオプレーヤ２のそれぞれに動作状況情報要求を送信する。そし
て、情報受付部３４は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して複数の変換先候補の
ワイヤレスオーディオプレーヤ２各々から動作状況情報を受信して制御部３６に渡す（Ｓ
５２）。
【００７１】
　制御部３６は、情報受付部３４から複数の変換先候補のワイヤレスオーディオプレーヤ
２各々の動作状況情報を受け取ると、これらを変換先選択部３５に渡す。これを受けて、
変換先選択部３５は、制御部３６から受け取った複数の変換先候補のワイヤレスオーディ
オプレーヤ２各々の動作状況情報に基づいて、これら複数の変換先候補のワイヤレスオー
ディオプレーヤ２のなかから最も負荷の軽いワイヤレスオーディオプレーヤ２を変換先に
選択し（Ｓ５３）、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２を制御部３６に通知して、
Ｓ５４に進む。
【００７２】
　Ｓ５４において、制御部３６は、変換先選択部３５から変換先のワイヤレスオーディオ
プレーヤ２を通知されると、指示送信部３３に、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ
２のアドレス、再生対象の楽曲およびそのオーディオデータの取得先のメディアサーバ６
のアドレス、および再生出力先のアドレスおよびその対応フォーマットを通知して、変換
指示の送信を指示する。これを受けて、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース
部３０を介して変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２に、再生対象の楽曲およびその
オーディオデータの取得先のメディアサーバ６のアドレスの指定と、再生出力先のワイヤ
レスオーディオプレーヤ２のアドレスおよびその対応フォーマットの指定と、を含む変換
指示を送信する（Ｓ５４）。
【００７３】
　また、制御部３６は、指示送信部３３に、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ
２のアドレス、再生対象の楽曲およびそのオーディオデータの取得先（変換先のワイヤレ
スオーディオプレーヤ２）のアドレスを通知して、再生指示の送信を指示する。これを受
けて、指示送信部３３は、無線ＬＡＮインターフェース部３０を介して再生出力先のワイ
ヤレスオーディオプレーヤ２に、再生対象の楽曲およびそのオーディオデータの取得先（
変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２）のアドレスの指定を含む再生指示を送信する
（Ｓ５５）。
【００７４】
　なお、図８に示すフローのＳ４１において、再生出力先のワイヤレスオーディオプレー
ヤ２が複数選択された場合、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２毎に、Ｓ４５
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～Ｓ５５が実施される。この際、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２各々で必
要とされる再生出力の準備時間を考慮し、Ｓ４６、Ｓ５５で送信される再生指示には、こ
れら再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の再生出力タイミングを一致させるべ
く再生時刻の指定が含まれるものとする。
 
【００７５】
　また、例えば、リモートコントローラ３の指示送信部３３が再生出力先のワイヤレスオ
ーディオプレーヤ２に対して、オーディオデータの保存先として変換先のワイヤレスオー
ディオプレーヤ２のアドレスを通知するのではなく、変換先のワイヤレスオーディオプレ
ーヤ２が、変換後のオ一ディオデータを直接再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ
２に送信する形態としてもよい。この場合において、例えば、図８に示すフローのＳ４１
で再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２が複数選択された場合には、選択された
複数のすべてのワイヤレスオーディオプレーヤ２に変換後のオーディオデータを同時に配
信する形態としてもよい。
【００７６】
　以上、本発明の一実施の形態について説明した。
【００７７】
　本実施の形態では、再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータが、再生出力先に選
択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の非対応フォーマットのオーディオデータであ
る場合、この非対応フォーマットのオーディオデータを、再生出力先に選択されたワイヤ
レスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーディオデータに他のワイヤレスオー
ディオプレーヤ２で変換してから、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレー
ヤ２で再生出力する。したがって、本発明によれば、再生出力先に選択されたワイヤレス
オーディオプレーヤ２の非対応フォーマットのオーディオデータであっても、このオーデ
ィオデータに対応する楽曲を、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２
で聴取することができる。
【００７８】
　また、本実施の形態では、再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータのフォーマッ
トを、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットに変
換可能なワイヤレスオーディオプレーヤ２が複数台存在する場合、これらのワイヤレスオ
ーディオプレーヤ２の動作状況情報に基づいて、最も負荷の軽いワイヤレスオーディオプ
レーヤ２を変換先に選択する。このため、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２で負
荷が増大して変換処理に遅延が生じ、これによってオーディオデータの再生に支障が生じ
る可能性を低減できる。
【００７９】
　なお、本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で数々
の変形が可能である。
【００８０】
　例えば、上記の実施の形態において、図２に示すワイヤレスオーディオプレーヤ２の機
能構成は、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　
Ａｒｒａｙ）等の集積ロジックＩＣによりハード的に実現されるものでもよいし、あるい
はＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）等の計算機によりソフ
トウエア的に実現されるものでもよい。または、ＣＰＵと、メモリと、フラッシュメモリ
、ハードディスクドライブ等の補助記憶装置と、無線ＬＡＮアダプタ等の通信装置と、ス
ピーカと、を備えたＰＣ等の汎用コンピュータにおいて、ＣＰＵが所定のプログラムを補
助記憶装置からメモリ上にロードして実行することにより実現されるものでもよい。
【００８１】
　また、図５に示すリモートコントローラ３の機能構成も、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等の集積
ロジックＩＣによりハード的に実現されるものでもよいし、あるいはＤＳＰ等の計算機に



(17) JP 6817045 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

よりソフトウエア的に実現されるものでもよい。または、ＣＰＵと、メモリと、フラッシ
ュメモリ等の補助記憶装置と、無線ＬＡＮアダプタ等の通信装置と、を備えたスマートホ
ン、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等の携帯型コン
ピュータにおいて、ＣＰＵが所定のプログラムを補助記憶装置からメモリ上にロードして
実行することにより実現されるものでもよい。
【００８２】
　また、上記の実施の形態では、再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータが、再生
出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーディオデ
ータであるか否かの判断（図８のＳ４５）、および再生対象に選曲された楽曲のオーディ
オデータが、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマッ
トのオーディオデータでない場合における、変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の
選択および変換先のワイヤレスオーディオプレーヤ２への変換指示の送信（図８のＳ４７
～Ｓ５４）を、リモートコントローラ３が行う場合を例にとり説明した。しかし、本発明
は、これに限定されない。
【００８３】
　ワイヤレスオーディオプレーヤ２に、自ワイヤレスオーディオプレーヤ２を除く各ワイ
ヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットおよび変換可能フォーマットに関する対
応情報を記憶する対応情報記憶部と、リモートコントローラ３から受信した再生指示で指
定されている再生対象の楽曲のオーディオデータのフォーマットが自オーディオプレーヤ
２の対応フォーマットでない場合に、対応情報記憶部を参照し、再生対象に選曲された楽
曲のオーディオデータを自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーデ
ィオデータに変換可能なワイヤレスオーディオプレーヤ２を変換先として選択する変換先
選択部と、変換先選択部により変換先として選択されたワイヤレスオーディオプレーヤ２
に、再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータの取得先（メディアサーバ６）および
自ワイヤレスオーディオプレーヤ２のアドレスおよび対応フォーマットの指定を含む変換
指示を送信する指示送信部と、を設けることにより、リモートコントローラ３から再生指
示を受信したワイヤレスオーディオプレーヤ２が、再生対象に選曲された楽曲のオーディ
オデータが自ワイヤレスオーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーディオデータで
あるか否かの判断、および再生対象に選曲された楽曲のオーディオデータが自ワイヤレス
オーディオプレーヤ２の対応フォーマットのオーディオデータでない場合における、変換
先のワイヤレスオーディオプレーヤ２の選択および変換先のワイヤレスオーディオプレー
ヤ２への変換指示の送信を行うようにしてもよい。
【００８４】
　この場合、リモートコントローラ３は、再生出力先に選択されたワイヤレスオーディオ
プレーヤ２に、再生対象に選曲された楽曲およびそのオーディオデータの取得先（メディ
アサーバ６）の指定を含む再生指示を送信することができるものであればよい（図８のＳ
４０～Ｓ４４、Ｓ４６）。したがって、変換先選択部３５は不要である。また、対応情報
記憶部３２には、ワイヤレスオーディオシステム１を構成するワイヤレスオーディオプレ
ーヤ２のＩＤおよびアドレスが記憶されていればよく、対応フォーマットおよび変換可能
フォーマットの情報は不要である。
【００８５】
　また、例えば、リモートコントローラ３が、マンマシンインターフェース部３１を介し
て操作者から再生対象の選曲を受け付けた場合に、対応情報記憶部３２を参照して、再生
出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２が選曲された楽曲データのフォーマットを再生
可能か否かを判断することなく、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２に楽曲デ
ータのフォーマット情報を送信してもよい。この場合、再生出力先のワイヤレスオーディ
オプレーヤ２は、選曲された楽曲データのフォーマットを再生可能であれば、この楽曲デ
ータを再生し、一方、再生不可であれば、その旨をリモートコントローラ３に返信する。
そして、リモートコントローラ３は、再生出力先のワイヤレスオーディオプレーヤ２から
選曲された楽曲データのフォーマットを再生不可である旨を受信した場合、この楽曲デー
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タのフォーマットを再生可能なワイヤレスオーディオプレーヤ２を探索し、このようなワ
イヤレスオーディオプレーヤ２を見付け出すことができたならば、選曲された楽曲データ
のフォーマットを再生不可である旨を送信したワイヤレスオーディオプレーヤ２からこの
見付け出したワイヤレスオーディオプレーヤ２に、この選曲された楽曲データを送信させ
る。このようにすることにより、リモートコントローラ３から対応情報記憶部３２を省略
して、リモートコントローラ３の製造コストを低減することができる。
【符号の説明】
【００８６】
　１：ワイヤレスオーディオシステム、　２、２－１～２－３：ワイヤレスオーディオプ
レーヤ、　３：リモートコントローラ、　４：アクセスポイント、　５：ネットワーク、
　６：メディアサーバ、　２０：無線ＬＡＮインターフェース部、　２１：デコード部、
　２２：バッファ部、　２３：オーディオ再生部、　２４：スピーカ部、　２５：エンコ
ード部、　２６：バッファ部、　２７：指示受付部、　２８：制御部、　３０：無線ＬＡ
Ｎインターフェース部、　３１：マンマシンインターフェース部、　３２：対応情報記憶
部、　３３：指示送信部、　３４：情報受付部、　３５：変換先選択部、　３６：制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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